
 

 

島根中央信用金庫 NEWS RELEASE 

Live with Community ～共に生きる～ 

2023年 6月 19日 

 

島根中央信用金庫（理事長 福間 均）は、6月 19日に開催した総代会で、

2023年 3月期の決算案を下記の通り報告ならびに決議しましたのでお知らせ

いたします。 

 

記 

 

島根中央信用金庫 2022年度決算について 

 

売上高にあたる経常収益は前期比 1.5％増の 46 億 68 百万円、純利益は 11.0％

増の 8億 91百万円でした。2期ぶりの増収増益でした。 

住宅ローンの増加等による貸出金利息の増加や利回り上昇による有価証券利息

配当金の増加、貸倒引当金の繰入額の減少などが要因でした。 

本業での最も中核的な収益力を示すコア業務純益（投資信託解約益を除く）は、

前期比 32.9％増の 12億 88百万円で 5期連続の増益（過去最高）となりました。 

自己資本比率は、0.03 ポイント上昇の 9.14％で、不良債権比率は 0.99 ポイント改

善の 4.91％でした。 

2024 年 3 月期の業績予想は、債券売却等に伴う有価証券関係損の計上や人件

費・店舗関連費用の増加等を想定し、経常収益は 8.4％減の 42 億 75 百万円、純利

益は 62.6％減の 3億 32百万円としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・ 期末の預金残高は、前期比 5.7％増の 2,770億円、貸出金残高は同 8.1％増の 1,585億

円となりました。いずれも過去最高の期末残高でした。 

― 預金残高は、「地域応縁サマーＶｅｒ.2022」の発売や定期積金の推進等により

5.7％増加し 2,770億円となりました。 

― 貸出金残高は、コロナ禍のなか地域のお客様からの資金ニーズに積極的にお応

えしたことや、「住宅ローンぬくもり 130」が引続き好調であったこと、与信判断の迅

速化に取組んだこと等により 8.1％増の 1,585億円となりました。 

 

・ 売上高にあたる経常収益は、前期比 1.5％増の 46億 68百万円でした。 

― 住宅ローン増加による貸出金利息の増加 85 百万円や、利回り上昇による有価証

券利息配当金の増加 2 億 49 百万円等により 69 百万円増収（1.5％）の 46 億 68

百万円となりました。 

 

・ 経常利益は、前期比 2.5％減の 9億 8百万円でした。 

― 資金利益は、前期比 9.7％増の 36 億円でした。貸出金利息は 22 億 90 百万円、

有価証券利息配当金は 15 億 55 百万円、預金利息は、残高の増加により前期比

14.5％増の 2億 99百万円でした。 

― 経費は、減価償却費が19百万円増加したものの、預金保険料の減少33百万円等

により、前期からほぼ横ばいの 23億 78百万円となりました。 

― 信用コストは、一般貸倒引当金が 20百万円の繰入、個別貸倒引当金が 1億 70百

万円の繰入となりました。 

 

・ 本業での最も中核的な収益力を示すコア業務純益（投資信託解約益を除く）は、前期比

32.9％増の 12億 88百万円となり、5期連続の増益（過去最高）でした。 

― 第 6 次中期経営計画の取組みにより効率性が改善し、基礎的な収益力は引続き

向上しました。 

 

・ 当期純利益は、前期比 88百万円増加の 8億 91百万円でした。 

― 当期純利益は、引続き高水準の利益計上となりました。これにより、2 期ぶりの増収

増益となりました。 

 

 

 

 



役員異動 

 
当金庫は、この度任期満了に伴う理事および監事の改選にあたり、理事８名および監

事３名の候補者を選考し、本日開催の第４９期通常総代会、理事会および監事会におい
て次のとおり役員人事を決定いたしました。 
 
【理事の新体制】 

役 職 代表・非代表の別 氏  名 選任の種別 

理事長 代表 福 間   均 再任 

専務理事 代表 田 中 敏 行 同 

常勤理事  壷 倉 浩 平 同 

同  山 本 雅 信 同 

同  島 林 秀 樹 同 

非常勤理事  遠 藤 充 子 同 

同  福 代 明 正 同 

同  田 平   篤 同 

 
 
【監事の新体制】 
 

役 職 会員・員外の別 氏  名 選任の種別 

常勤監事  永 見 之 伸 再任 

非常勤監事 員外 福 田 真 也 同 

同 員外 周 藤 真 弓 
(旧姓 塩野) 

新任 

     
※非常勤監事 川上 眞次は任期満了により退任致しました。 

 



当金庫では、アフターコロナ・ウィズコロナのなか、お取引先への積極的な資金供与や

経営支援を強化推進していくなかで、引続き持続可能なビジネスモデルへの転換を進め、

地元県央部唯一の信用金庫として協同組織金融機関の本質を理解していただけるお客

様と長いリレーションを維持し、地域一番店として貢献していきたいと考えています。 

以上 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島根中央信用金庫 2023年 3月決算 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせ先 

島根中央信用金庫 経営企画部 竹下 

0853－20－1000 


